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教育目標
１．地域社会の内発的な発展を担う人材を育成する。
２． 民間部門及び公共部門において、地域発展の中核を担うための行動力と実践力を備えた人材を育成

する。
３． 「地域を愛し、地域を学び、地域を支える」という意識を基本に、キャリア教育を内包した実践的な

教育を行う。

アドミッション・ポリシー
1　大学教育を通じて発展・向上させる能力 
社会学部地域社会学科では、地域社会の内発的な発展を担う人材を育成することをめざしています。そ
のために、本学科では、社会学の諸分野における専門的知識を修得するとともに、地域社会への参加お
よび調査を中心とした学びを通じて、主体的に課題を発見していく能力、課題解決に向けて貢献する姿勢、
多様な人びとと協働して目的達成に取り組むマネジメント能力などの能力や資質を発展・向上させます。
また、人間関係や社会のしくみへの洞察力、専門的知識をニーズに応じて活用していける応用力、コミ
ュニケーション能力や社会性など、卒業後の社会で求められる汎用的な能力を向上させます。 

2　入学者に求める能力
【知識・技能】
・高等学校での幅広い学習内容を習得し、一定レベルの基礎的な知識と技能を備えていること。
・特に、日本語による基本的な文章を作成する技能を身につけていること。

【思考力・判断力・表現力】
・高等学校での学習を通して、科学的、論理的な思考力の基礎を身につけていること。
・社会への参加や調査の成果を共有する上での、一定レベルの言語表現能力を備えていること。

【主体性・多様性・協働性】
・ 地域社会の課題解決や地域社会への貢献に向けた積極的な態度を備え、地域社会について継続して学

ぼうとする強い意志を持っていること。
・多様な視点や価値観を受け入れ、多様な人びとと協働していこうとする姿勢を備えていること。

社会学部　地域社会学科
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１．編入学・転入学選抜（２年次・３年次）
選抜方法及び内容については、状況により変更となる場合があります。
変更事項が発生した場合は、本学ホームページ「受験生へのお知らせ」にて公表しますので、
必ずご確認ください。

出願資格

◆２年次編入学
　大学又は短期大学に１年以上在学し、32単位以上修得した者
◆３年次編入学
　次のいずれかに該当する者
　１．大学又は短期大学を卒業した者及び2023年３月までに卒業見込みの者
　２．大学に２年以上在学していた者で、62単位以上修得した者
　３．高等専門学校を卒業した者及び2023年３月までに卒業見込みの者
　４． 専修学校の専門課程（修業年限が2年以上で、文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る）を修了し

た者及び2023年３月までに修了見込みの者
◆２年次転入学
　大学又は短期大学に1 年以上在学し、2023年3月までに32単位以上修得する見込みの者
◆３年次転入学
　大学に2年以上在学し、2023年3月までに62単位以上修得する見込みの者

出願手続
出願期間・試験日時・合格発表・入学手続
出願期間 2022年11月1日（火）～11月7日（月）必着

※窓口での受付は出願期間の最終日のみ行います（9：00～16：00）。
試験日時 2022年11月19日（土）８：45集合　９：00開始
合格発表 2022年12月2日（金）
入学手続 2023年１月19日（木）

出願書類
出願書類 注意事項

封筒 市販の角2封筒を各自準備。本学所定様式「封筒貼付用宛名ラベル」を使用し、封筒に
貼付のうえ、以下の出願書類を簡易書留により提出してください。

入学願書 本学所定の用紙を使用。
入学検定料等納付書 30,344円（受験票発送料を含む）を本学所定の用紙でゆうちょ銀行又は郵便局で払込

のうえ、「振替払込受付証明書（お客様用）」を入学願書に貼付してください。
成績証明書 出身学校の長が作成し、厳封されたもの。
在学証明書または  
卒業（見込）証明書

出身学校の長が作成し、厳封されたもの。札幌大谷高校及び道内大谷派関係高校の卒業
生は、高等学校の卒業証明書をあわせて提出してください。

健康診断書 身体に障がいを有するなど、受験上及び修学上特別な配慮が必要とされる場合は、出願
前に入試広報課へ相談のうえ提出してください。それ以外の者は提出不要です。

科目・配点・時間
科目 配点 時間 備考

小論文 100点 ９：00～10：30 800字程度
面接 100点 10：45～ 15分程度

入 学 手 続
手 続 方 法　 結果通知書に同封の用紙にて手続を行ってください。  

なお、２年次に転入学する札幌大谷大学短期大学部在学者又は３年次に編入学する札幌大谷大学短
期大学部卒業者及び３年次に転入学する卒業見込の者の入学料は免除になります。

手続締切日　2023年１月19日（木）
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２．単位の認定について
他の大学等で修得した単位について、２年次編入学・転入学は30単位、３年次編入学・転入学は60単位を上限
として認定します。
なお、教職免許取得については、卒業要件に含まれない科目の履修が必要となるため、関係科目の単位を修得し
ていない方については、修業年限の在学での取得は不可能と思われますので、ご了承ください。

３．編入学・転入学年次の決定について
編入学・転入学年次については、単位修得状況を確認のうえ合格通知時に編入学・転入学可能学年を連絡いたし
ます。
なお、出願時に在学中の合格者については、編入学・転入学可能学年の予定を連絡します。
※ 出願時に修得見込みの科目について、単位を修得できなかった場合は、認定される単位数によって編入学・
転入学年次が合格時のものから変更となる場合がありますのでご了承ください。

４．過去問題
編入学・転入学選抜

小論文（2022年度入学者選抜）

問題はHPでご確認ください。

2022年度編入・転入学選抜小論文
https://www.sapporo-otani.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2022/06/syouronbun_2022_hennyuu.pdf


